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要　　　約

倉谷西中田遺跡は、縄文時代から中世にかけての集落遺跡で、縄文時代では
多数の落とし穴が検出された。弥生時代は後期に小規模な集落が形成されて
いる。奈良時代でも掘立柱建物からなる集落が形成されているが、中世にな
ると、大規模な堀に方形に区画された東西約130ｍ、南北90ｍ以上の居館が形
成されている。
　出土遺物には、縄文土器、弥生土器、古代の土師器、須恵器、中世の土師
質土器、輸入陶磁器、鉄器、鍛冶関連遺物、石器、古銭、木製品などがある。
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